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長
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刊
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慶
長
刊
『
大
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中
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』

　

第
三
章　

漢
・
趙
岐
注
『
孟
子
』
に
つ
い
て

　

第
四
章　

魏
・
何
晏
集
解
『
論
語
』
に
つ
い
て

　

第
五
章　

宋
朱
熹
章
句
『
大
学
』『
中
庸
』
に
つ
い
て

　

附
章　

慶
長
七
年
清
原
秀
賢
刊
『
古
文
孝
経
』
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

京
都
、
御
室
の
総
本
山
仁
和
寺
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
平
成
一
年
に

遡
る
。『
孟
子
』
古
写
本
の
伝
本
調
査
を
継
続
中
、
既
に
昭
和
の
半
ば
こ

ろ
に
斯
道
文
庫
の
阿
部
隆
一
教
授
が
調
査
さ
れ
た
漢
籍
記
録
に
基
づ
い
て
、

同
寺
御
所
蔵
古
写
本
『
孟
子
』
を
拝
見
し
た
。
そ
の
、
薄
手
の
斐
紙
に
本

文
と
訓
点
を
墨
書
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
室
町
時
代
永
禄
年
間
（
一
五
五
八

〜
一
五
六
九
）
の
書
写
に
係
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
南

宋
の
朱
熹
（
一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
）
が
注
し
た
『
四
書
（
大
学
・
中
庸
・

論
語
・
孟
子
）
集
注
』
が
天
下
に
流
布
す
る
江
戸
時
代
よ
り
前
、
中
世
期

真
言
宗
御
室
派
総
本
山
仁
和
寺
御
所
蔵

　

慶
長
刊
本
『
四
書
』
の
研
究

髙　

橋　
　
　

智
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に
あ
っ
て
、
漢
の
趙
岐
が
注
釈
を
施
し
た
『
孟
子
』
の
日
本
古
写
本
は
、

博
士
家
清
原
氏
の
家
に
伝
わ
る
も
の
と
、
寺
院
に
よ
る
講
習
の
テ
キ
ス
ト

と
二
系
統
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
す
る
伝
本
は
数

本
に
限
ら
れ
る
、
そ
の
う
ち
の
一
本
で
あ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の

成
果
は
、『
旧
鈔
本
趙
注
孟
子
校
記
』（
斯
道
文
庫
論
集
第
二
十
四
輯　

平

成
一
年
）
に
記
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
び
の
調
査
を
期
し
な
が
ら
、
荏
苒
と
し
て
時
を
経
て
し
ま
っ

た
が
、
平
成
十
七
年
、
二
十
年
…
…
と
数
点
ず
つ
の
拝
閲
を
重
ね
る
う
ち

に
、
仁
和
寺
御
所
蔵
の
漢
籍
に
は
幾
つ
か
の
重
要
な
特
徴
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
全
貌
を
知
ら
ず
し
て

そ
れ
を
論
じ
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ご
厚
意
を
得

て
拝
閲
を
許
さ
れ
た
者
の
責
務
と
し
て
、
随
時
調
査
報
告
を
ま
と
め
る
べ

き
と
考
え
、
こ
こ
に
、
調
査
に
よ
っ
て
得
た
成
果
の
一
端
を
記
す
こ
と
と

し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
御
所
蔵
の
資
料
閲
覧
に
際
し
て
は
、
同
寺
管
財
課
の
ご
高
配
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
同
課
の
朝
川
美
幸
氏
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ご
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
一
章　

仁
和
寺
御
所
蔵
に
つ
い
て

　

仁
和
寺
御
所
蔵
の
外
典
漢
籍
は
、
既
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ
て

調
査
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
世
期
、
ど
の
よ
う
な
蔵
書
を
背

景
に
漢
籍
の
講
読
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
応
仁
の
乱
（
一

四
六
七
〜
一
四
七
七
）
の
際
に
、
東
軍
に
焼
か
れ
て
ど
れ
ほ
ど
の
典
籍
が

焼
失
し
た
か
は
、
想
像
を
絶
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
や
徳

川
秀
忠
の
寄
進
、
第
二
十
一
世
門
跡
覚
深
法
親
王
（
一
五
八
八
〜
一
六
四

八
）
の
再
興
に
よ
り
、
塔
頭
寺
院
も
含
め
た
蔵
書
活
動
に
よ
っ
て
、
江
戸

時
代
の
初
期
に
は
京
洛
の
学
問
に
大
い
な
る
貢
献
を
は
た
し
た
も
の
と
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
証
し
が
、
現
在
の
寺
庫
に
保
存
さ
れ
る
漢
籍

の
群
れ
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
古
刹
の
收
藏
漢
籍
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
国
の
宋
・
元
時

代
の
刊
本
や
日
本
で
書
写
さ
れ
た
古
写
本
、
と
り
わ
け
室
町
時
代
を
遠
く

遡
る
時
代
の
典
籍
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
時
代
の
古
い
宝
物
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
学
僧
の
学
問
の
系
譜
を
明
ら
か
に
で
き
る
意
義
が
含
ま
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
主
に
、
大
陸
へ
の
留
学
僧
が
将
来
し
た
唐
本
に
よ
っ
て
、

そ
れ
を
書
写
・
校
勘
・
読
習
・
覆
刻
出
版
し
て
着
実
に
我
が
国
の
書
物
文
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化
の
基
礎
を
築
い
た
中
世
期
の
学
僧
の
果
た
し
た
役
割
は
、
宗
教
上
の
発

展
と
と
も
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
そ
し
て
彼
ら
の

そ
の
原
動
力
が
、
漢
籍
の
蒐
集
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
古
書
の
骨
董
価
値
よ

り
も
更
に
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
要
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

か
つ
て
、
斯
道
文
庫
の
阿
部
隆
一
教
授
が
日
本
に
於
け
る
漢
籍
古
写
本

の
研
究
を
行
っ
た
際
に
、
調
査
に
及
ん
だ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
俯
瞰
し
て
み

る
と
、
中
世
期
の
古
い
時
代
の
遺
物
を
焼
失
し
て
、
再
び
興
さ
れ
た
仁
和

寺
の
漢
籍
の
群
れ
に
は
幾
つ
か
の
特
記
す
べ
き
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
特
徴

を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
る
と
、
一
つ
に
は
室
町
時
代
後
期
の
古
写
本
に
見

る
べ
き
も
の
を
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　
『
黄
山
谷
詩
抄
』『
周
易
正
義
』
等
は
、
室
町
期
の
学
僧
に
よ
っ
て
よ
く

読
ま
れ
た
外
典
で
あ
り
、
仁
和
寺
本
は
当
時
の
遺
風
を
伝
え
る
良
質
の
写

本
で
あ
る
。
弘
治
永
禄
年
間
（
十
六
世
紀
半
ば
）
に
書
写
さ
れ
た
『
論
語
』

『
孟
子
』『
中
庸
』『
古
文
孝
経
』
は
、
仁
和
寺
の
学
僧
が
博
士
家
の
点
本

を
借
り
て
写
し
た
も
の
で
、
優
れ
た
学
統
を
受
け
継
い
で
い
た
こ
と
を
如

実
に
語
る
資
料
で
あ
る
。

　

次
に
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
中
国
で
は
明
時
代
、
清
時
代
の
刊
本
、
日

本
で
は
い
わ
ゆ
る
和
刻
本
と
い
う
、
京
都
や
江
戸
の
書
肆
が
出
版
し
た
木

版
の
整
版
本
が
中
心
に
な
る
が
、
漢
学
を
学
ぶ
上
で
必
要
と
さ
れ
る
漢
籍

が
、
実
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
と
り
わ
け

明
時
代
に
出
版
さ
れ
た
実
用
書
の
上
質
な
も
の
が
よ
く
揃
っ
て
い
る
こ
と

は
、
な
み
な
み
な
蒐
集
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
『
十
三
経
注
疏
』『
百
川
学
海
』『
文
苑
英
華
』
等
大
部
の
叢
書
・
類
書

が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
そ
の
一
端
が
伺
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
和
刻
本
の
質
に
於
い
て
は
、
殆
ど
が
初
刷
り
の
美
し
い

印
刷
本
で
、
特
に
江
戸
時
代
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
蒐
集
と
い
う
よ
り
は
出
版
人
が
そ
れ
ぞ
れ
初
印
本
を
献
上

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
『
爾
雅
注
疏
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
等
、
江
戸
前
期
の
刊
本
は
、
原
装

で
し
か
も
初
印
の
美
し
い
本
で
あ
る
。

　　

参
考
ま
で
に
、
調
査
に
及
ん
だ
古
写
本
・
唐
本
・
江
戸
時
代
刊
本
を
挙

げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

【
古
写
本
】

論
語
十
巻　

魏
何
晏
集
解　

単
経
本　

永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
仁
和

寺
沙
門
御
写
本　

二
冊
（
称
五
十
八
・
以
下
同
じ
）

孝
経
一
巻　

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
仁
和
寺
沙
門
御
写
本　

一
冊

中
庸
一
巻　

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
仁
和
寺
沙
門
御
写
本　

一
冊
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孟
子
十
四
巻　

後
漢
趙
岐
注　

単
経
本　

永
禄
頃
仁
和
寺
沙
門
御
写
本　
三
冊

論
語
十
巻
孟
子
十
四
巻　

宋
朱
熹
集
注　

単
経
本　

江
戸
時
代
初
期
〜
前

期
写　

四
冊
（
夜
五
十
九
函　

二
〜
五
）

論
語
抄　

闕
名
注　

カ
ナ
交
じ
り　

文
明
七
年
奥
書
本　

室
町
末
近
世
初

期
写　

五
冊
（
河
七
十
一
函　

三
十
二
〜
三
十
六
）

孝
経
聞
書　

闕
名
撰　

カ
ナ
交
じ
り　

近
世
初
期
写　

一
冊
（
河
七
十
一

函　

八
十
）

周
易　

存
巻
一
〜
六
（
乾
〜
未
済
）　

魏
王
弼
注　

慶
長
頃
写　

大
三
冊

（
李
六
十
三
函　

五
〜
七
）

周
易
正
義
十
巻　

唐
孔
頴
達
撰　

室
町
末
近
世
初
写　

薄
葉　

大
五
冊
（
李

六
十
三
函　

九
〜
十
三
）

〔
周
易
私
注
〕
外
題
周
易
本
卦
私
記　

闕
名
撰　

江
戸
時
代
初
期
写　

大

一
冊
（
李
六
十
三
函　

八
）

黄
山
谷
〔
詩
抄
〕
二
〇
巻　

闕
名
抄　

室
町
後
期
写　

五
冊
（
始
八
十
六
）

【
唐
本
】

十
三
経
注
疏　

明
毛
晋
校　

明
崇
禎
間
刊　

百
二
十
四
冊
（
果
六
十
一
）

文
苑
英
華
一
千
巻　

宋
李
昉
等
奉
勅
撰　

明
隆
慶
一
年
（
一
五
六
七
）
胡

維
新
・
戚
継
光
刊　

百
一
冊
（
衣
九
十
三
）

百
川
学
海
百
種
百
七
十
九
巻　

宋
左
圭
編　

明
末
刊
後
修　

清
読
書
坊
蔵

版　

六
十
四
冊
（
位
九
十
六
）

分
類
補
註
李
太
白
詩
二
十
五
巻
首
一
巻
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
二
十
巻
杜

工
部
文
集
二
巻　

唐
李
白
・
杜
甫
撰　
（
李
）
明
楊
齊
賢
・
蕭
士
贇
注　

明
許
自
昌
校　

明
万
暦
頃
刊
（
余
泗
泉
）　

寛
永
十
二
年
林
羅
山
本
移
点

　

十
九
冊
（
官
八
十
三
）

【
江
戸
時
代
刊
本
】

易
経
考
異
・
書
経
考
異
・
詩
経
考
異
各
一
巻　

宋
王
応
麟
撰　

江
戸
前
期

刊　

大
三
冊
（
芥
六
十
七
函　

1
〜
三
）

書
経
集
注
十
巻　

宋
蔡
沈
撰　

林
羅
山
点　

承
応
二
年
刊
（
大
島
清
因
）

初
印　

大
十
冊
（
李
六
十
三
函　

二
十
九
〜
三
十
八
）

詩
経
集
注
八
巻　

宋
朱
熹
撰　
〔
寛
永
〕
刊
（
豊
雪
斎
道
伴
）　

栗
皮
表
紙

大
八
冊
（
芥
六
十
七
函　

十
二
〜
十
九
）

毛
詩
二
十
巻　

漢
鄭
玄
注　

寛
延
二
年
刊
（
京
、
風
月
荘
左
衛
門　

今
村

八
兵
衛　

丸
屋
市
兵
衛
）　

大
五
冊
（
芥
六
十
七
函　

七
〜
十
一
）

毛
詩
品
物
図
考
七
巻　

岡
元
鳳
撰　

天
明
五
年
刊
（
京
、
北
村
四
郎
兵
衛

等
）
初
印　

大
三
冊
（
芥
六
十
七
函　

四
〜
六
）

儀
礼
白
文
十
七
巻
周
礼
白
文
不
分
巻　

周
哲
点　

寛
永
十
三
年
序
刊　

儀

大
七
冊
周
大
六
冊
（
李
六
十
三
函　

三
十
九
〜
五
十
一
）

〔
五
経
〕
明
翁
溥
校　

明
暦
二
年
刊
（
山
形
屋
）　

大
六
冊
（
李
六
十
三
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函　

二
十
三
〜
二
十
八
）

又　

後
印　

存
易
経
・
春
秋　

明
和
七
年
訓
点
書
き
入
れ　

大
二
冊
（
李

六
十
三
函　

十
五
・
十
七
）

同　

存
書
経
上
・
春
秋
・
礼
記　

林
羅
山
点　

寛
文
十
三
年
刊　

大
六
冊

（
李
六
十
三
函　

十
六
・
十
八
〜
二
十
二
）

同　

存
易
経
上　

後
藤
点　

刊　

大
一
冊
（
李
六
十
三
函　

十
四
）

〔
五
経
集
注
〕
存
詩
経
十
五
巻　

宋
朱
熹
撰　
〔
寛
文
〕
刊　

六
行
大
字

本　

大
八
冊
（
芥
六
十
七
函　

二
十
〜
二
十
七
）

首
書
五
経
集
注　
〔
松
永
〕
昌
易
首
書　

寛
文
四
年
刊
（〔
京
〕
野
田
庄
右

衛
門
）　

初
印　

五
七
冊
（
珍
六
十
二
）

大
学
一
巻　

宋
朱
熹
章
句　

江
戸
中
期
刊
（
辻
氏
）　

一
冊
（
河
七
十
一

函　

四
十
四
）

大
学
衍
義
四
十
三
巻
首
一
冊　

宋
真
徳
秀
撰　

明
陳
仁
錫
評　

江
戸
前
期

刊
覆
刻
明
崇
禎
序
刊
本　

二
十
冊
（
河
七
十
一
函　

十
二
〜
三
十
一
）

中
庸
一
巻　

宋
朱
熹
章
句　

江
戸
前
期
刊　

一
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
九
）

中
庸
十
巻
（
外
題
大
和
中
庸
・
版
心
倭
中
庸
）　

闕
名
仮
名
抄　

寛
文
七

年
刊
（
書
堂
風
月
）　

図
絵
一
枚　

十
冊
（
河
七
十
一
函　

三
十
七
〜
四
十
六
）

中
庸
原
解
三
巻　

大
田
錦
城
撰　

文
政
七
年
刊
（
江
、
千
鐘
房
須
原
屋
茂

兵
衛
）　

六
冊
（
河
七
十
一
函　

一
〜
六
）

論
語
十
巻　

欠
巻
一
〜
二　

宋
朱
熹
集
注　

林
羅
山
点　

江
戸
中
期
刊
（
辻

氏
）　

三
冊
（
河
七
十
一
函　

九
〜
十
一
）

論
語
十
巻　

存
巻
六
・
七　

宋
朱
熹
集
注　

江
戸
前
期
刊　

一
冊
（
河
七

十
一
函　

六
十
）

論
語
十
巻　

魏
何
晏
集
解　

大
正
五
年
影
印
天
文
二
年
刊
本　

二
冊
（
河

七
十
一
函　

七
十
七
〜
七
十
九
）

孟
子
十
四
巻　

存
巻
十
一
〜
十
四　

宋
朱
熹
集
注　

寛
文
九
年
刊　

一
冊

（
河
七
十
一
函　

五
十
九
）

論
語
序
説
鈔
・
孟
子
序
説
鈔　

中
村
惕
斎
撰
か　

慶
安
三
年
刊
（
京
、
武

村
市
兵
衛
）　

三
冊
（
河
七
十
一
函　

六
十
四
・
五
十
八
・
五
十
六
）

玄
宗
御
注
孝
経
補
義
一
巻　

唐
玄
宗
御
撰　

福
井
敬
斎
（
軌
）
補
義　

天

明
八
年
跋
刊
（
大
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
篠
山
藩
振
徳
堂
蔵
版　

一
冊
（
河

七
十
一
函　

七
十
三
）

同
前　

一
冊
（
河
七
十
一
函　

七
十
三
）

同
前　

一
冊
（
河
七
十
一
函　

七
十
四
）

同
前　

一
冊
（
河
七
十
一
函　

七
十
五
）

同
前　

一
冊
（
目
録
外
）

孝
経
一
巻　

山
崎
闇
斎
点　

江
戸
前
期
刊
（
京
、
武
村
市
兵
衛
）　

一
冊

（
目
録
外
）
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孝
経
刊
誤　

宋
朱
熹
撰　

明
暦
二
年
刊
（
京
、
武
村
市
兵
衛
）　

一
冊
（
河

七
十
一
函　

四
十
二
）

孝
経
大
義　

元
熊
禾
撰　

元
禄
四
年
刊
（
武
昌　

松
葉
屋
清
兵
衛
）
一
冊

（
河
七
十
一
函　

四
十
六
）

爾
雅
注
疏
十
一
巻　

晋
郭
璞
注　

宋
邢
昺
疏　

江
戸
前
期
刊　

初
印　

原

装　

大
十
一
冊　
（
帰
百
三
十
五
）

又　

大
十
一
冊　
（
帰
百
三
十
五
）

説
文
解
字
韻
譜
五
巻　

宋
徐
鉉
撰　

慶
長
元
和
間
刊　

古
活
字　

翻
丙
辰

種
善
堂
刊
本　

大
五
冊　
（
帰
百
三
十
五
）

広
韻
雋
五
巻　

明
袁
鳴
泰
撰　

江
戸
中
期
刊　

覆
明
万
暦
刊
本　

原
装　

大
二
冊　
（
王
百
三
十
六
）

史
記
評
林
百
三
十
巻
首
目
一
巻　

漢
司
馬
遷
撰　

劉
宋
裴
駰
集
解　

唐
司

馬
貞
索
隠　

唐
張
守
節
正
義　

明
凌
稚
隆
輯
校　

李
光
縉
増
補　

明
万
暦

間
建
陽
熊
友
于
刊　

唐
大
三
十
九
冊
（
竹
百
四
十
一
）

史
記
評
林
百
三
十
巻
首
一
冊　

漢
司
馬
遷
撰　

劉
宋
裴
駰
集
解　

唐
司
馬

貞
索
隠　

唐
張
守
節
正
義　

明
凌
稚
隆
輯
校　

李
光
縉
増
補　

天
明
六
年

刊
寛
政
四
年
修
（
広
華
堂
）
八
尾
版　

大
二
十
五
冊
（
白
百
四
十
二
）

漢
書
評
林
百
巻
首
一
巻　

後
漢
班
固
撰　

唐
顔
師
古
注　

明
凌
稚
隆
輯
校

　

釈
玄
朴
等
点　

明
暦
三
年
刊
（
京
都
、
松
柏
堂
林
和
泉
掾
）　

初
印　

大
五
十
冊
（
駒
百
四
十
三
）

後
漢
書
百
二
十
巻　

劉
宋
范
曄
撰　

唐
李
賢
注　

伝
釈
玄
朴
点　

江
戸
前

期
刊　

覆
元
大
徳
九
年
寧
国
路
儒
学
刊
本　

初
印　

大
六
十
一
冊
（
食
百

四
十
四
）

国
語
二
十
一
巻　

呉
韋
昭
注　

宋
宋
庠
音　

林
羅
山
点　

江
戸
前
期
刊
初

印　

大
十
冊
（
鱗
七
十
三
函　

六
〜
十
五
）

孔
子
家
語
十
巻　

魏
王
粛
注　

寛
永
十
五
年
刊
（
京
、
風
月
宗
智
）
早
印

　

大
五
冊
（
鱗
七
十
三　

一
〜
五
）

御
覧
頒
行
忠
経
集
注
詳
解　

漢
馬
融
撰　

鄭
玄
注　

明
余
昌
年
訂　

寛
文

五
年
刊　

二
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
六
・
四
十
七
）

小
学
二
巻　

宋
朱
熹
撰　

山
崎
闇
斎
点　

江
戸
前
期
刊
（
京
、
武
村
市
兵

衛
・
大
、
同
佐
兵
衛
）　

二
冊
（
河
七
十
一
函　

七
・
八
）

小
学
集
注
大
全
十
巻　

宋
朱
熹
撰　

明
陳
選
編　

慶
安
三
年
刊
（
京
、
武

村
市
兵
衛
）　

五
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
七
・
四
十
二
・
四
十
三
・
四

十
四
・
四
十
五
）

同　

存
巻
三
〜
五　

一
冊
（
河
七
十
一
函　

五
十
）

小
学
句
読
口
義
祥
解
十
三
巻　

欠
巻
一
・
四
〜
七　

鼇
頭
本　

宇
都
宮
遯

庵
撰　

延
宝
八
年
刊　

四
冊
（
河
七
十
一
函　

五
十
一
〜
五
十
四
）

通
書
二
巻　

宋
朱
熹
撰　

寛
文
六
年
（
鈴
木
太
兵
衛
刊
）　

二
冊
（
河
七
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十
一
函　

七
十
一
〜
七
十
二
）

五
倫
書
六
十
二
巻　

明
宣
宗
朱
瞻
基
撰　

小
出
永
庵
（
立
庭
）
点　

寛
文

八
年
刊
（
京
、
小
嶋
弥
左
衛
門
）　

覆
明
景
泰
五
年
（
一
四
五
四
）
北
京

劉
氏
翠
巌
精
舍
刊
本　

二
十
二
冊
（
淡
七
十
二
）

六
臣
注
文
選
六
十
巻　

梁
昭
明
太
子
蕭
統
撰　

唐
李
善
・
呂
延
世
・
劉

良
・
張
銑
・
李
周
翰
・
呂
向
注　

寛
文
二
年
刊
（
京
、
八
尾
勘
兵
衛
・
野

田
庄
右
衛
門
）
後
印
（
京
、
玉
枝
軒
植
村
藤
右
衛
門
）　

三
十
一
冊
（
虞
百
）

詩
人
玉
屑
二
十
一
巻　

宋
魏
慶
之
撰　

釈
玄
恵
点　

寛
永
十
六
年
刊
（
角

屋
清
左
衛
門
）　

十
冊
（
皇
八
十
五
）

【
ほ
か
】

増
註
唐
賢
絶
句
三
体
詩
法
三
巻　

宋
周
弼
撰　

元
釈
円
至
天
隠
注　

元
斐

庾
増
注　

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
葉
巣
子
（〔
相
国
寺
光
源
〕）
刊　

初

印　

三
冊
（
始
八
十
六
）

錦
繍
段
鈔
五
巻　

釈
天
隠
龍
沢
撰　

近
世
初
期
刊　

古
活
字　

仮
名
交
じ

り　

五
冊
（
始
八
十
六
）

孝
経
御
注
一
巻　

唐
玄
宗
撰　

明
治
二
十
四
年
三
条
実
美
影
刻
三
条
西
家

古
写
本　

一
冊
（
河
七
十
一
函　

七
十
六
）

周
易
進
講
手
記
三
巻　

三
輪
希
賢
・
正
徳
三
、
四
年
講
義
、
享
保
一
年
成

書
、
仮
名
交
じ
り
、
江
戸
後
期
転
写
延
享
一
年
資
斎
・
三
年
慎
斎
写
本　

半
四
冊
（
李
六
十
三
函　

一
〜
四
）

　

そ
し
て
、
更
に
注
目
に
値
す
る
の
が
、
近
世
初
期
に
一
世
を
風
靡
し
た

木
活
字
に
よ
る
印
刷
本
、
す
な
わ
ち
慶
長
か
ら
寛
永
期
に
出
版
さ
れ
た
古

活
字
版
（
慶
長
刊
本
）
の
所
蔵
で
あ
る
。
今
回
、
特
に
こ
こ
に
紹
介
論
じ

る
の
は
以
下
の
『
四
書
』
の
所
蔵
に
つ
い
て
で
あ
る
。

孟
子
十
四
巻　

漢
趙
岐
注　

慶
長
刊　

古
活
字
版
（
下
村
生
蔵
か
）
大
四

冊
（
河
七
十
一
函　

六
十
七
〜
七
十
）

中
庸
一
巻　

宋
朱
熹
章
句　

慶
長
十
四
年
以
前
刊　

古
活
字
版
（
今
関
正

運
）
大
一
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
八
）

大
学
一
巻　

宋
朱
熹
章
句　

慶
長
刊　

古
活
字
（
今
関
正
運
か
）
大
一
冊

（
河
七
十
一
函　

四
十
五
）

古
文
孝
経
一
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

慶
長
七
年
刊　

古
活
字
版　

大
一

冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
三
）

論
語
十
巻　

魏
何
晏
集
解　

慶
長
刊　

覆
刻
古
活
字
版　

大
二
冊
（
河
七

十
一
函　

六
十
一
・
六
十
二
）

同
前�

大
二
冊
（
目
録
外
一
・
二
）

同
前�

大
二
冊
（
目
録
外
三
・
四
）
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同
前�

大
一
冊
（
目
録
外
五
）

孟
子
十
四
巻　

存
巻
九
〜
十
四　

漢
趙
岐
注　

慶
長
刊　

覆
古
活　

大
二

冊
（
河
七
十
一
函　

六
十
五
・
六
十
六
）

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
の
古
活
字
版
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、『
古
活
字

版
の
研
究
』（
川
瀬
一
馬
著
・
昭
和
十
二
年
・
安
田
文
庫
）
に
詳
し
く
載

せ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
寺
院
に
つ
い
て
の
言
及
の
な
か
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
仁
和
寺
の
塔
頭
で
あ
る
心
蓮
院
に
於
け
る
開
版
事
業
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
五
章
第
一
節
「
京
洛
の
寺
院
に
於
け
る
活
字
開
版

事
業
」
の
「
八　

心
蓮
院
の
開
版
事
業
」
に
『
倭
玉
篇
』
の
慶
長
活
字
版

を
紹
介
、
こ
れ
が
舟
橋
秀
賢
の
『
慶
長
日
件
録
』（
九
年
五
月
二
十
五
日
）

の
条
目
に
見
え
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、
即
ち
こ
れ
が
心

蓮
院
の
開
版
事
業
の
一
環
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
一
年
に
な
っ
て
、
宗
政
五
十
緒
龍
谷
大
学
教
授
の
調
査

に
よ
り
、
仁
和
寺
に
現
存
す
る
慶
長
の
木
活
字
一
式
が
、
こ
の
『
倭
玉
篇
』

に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
同
一
と
判
明
し
、
心
蓮
院
に
於
け
る
木
活
字
印
刷

事
業
が
こ
う
し
て
明
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

無
論
、
こ
れ
は
心
蓮
院
と
い
う
塔
頭
に
於
い
て
の
事
跡
で
あ
り
、
仁
和

寺
全
体
と
し
て
、
当
時
活
字
印
刷
事
業
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
た
の

か
は
明
か
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
仁
和
寺
に
御
所
蔵
さ
れ
る
慶

長
時
代
の
活
字
版
の
意
義
を
探
っ
て
み
る
と
き
に
、
こ
う
し
た
形
跡
は
、

当
時
、
仁
和
寺
が
印
刷
文
化
に
と
っ
て
相
当
な
牽
引
力
を
果
た
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
も
念
頭
に
お
い
て
、
以
下
に
、
御
所
蔵
の
古
活

字
版
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
解
説
を
加
え
る
こ

と
と
す
る
。第

二
章　

慶
長
刊
本
に
つ
い
て

　

慶
長
刊
本
と
い
う
用
語
は
、
あ
ま
り
熟
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
は
、『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
輯
（
平
成
八
年
）「
慶
長
刊
論
語
集
解

の
研
究
」
の
冒
頭
で
述
べ
た
。
こ
の
時
期
は
い
わ
ゆ
る
古
活
字
版
全
盛
の

時
代
で
あ
っ
た
が
、
個
々
の
活
字
を
用
い
る
活
字
版
は
、
一
枚
の
版
木
を

用
い
る
整
版
と
の
出
版
方
法
の
違
い
が
非
常
に
鮮
明
で
、
し
か
も
慶
長
時

代
の
活
字
版
は
、
一
時
代
を
画
し
、
内
容
が
突
出
し
て
優
れ
、
し
か
も
あ
っ

と
い
う
間
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
出
版
物
で
あ
っ
た
為
に
、
特
に
、
古
活

字
版
と
い
う
呼
称
を
与
え
る
の
が
最
も
相
応
し
い
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、『
論
語
集
解
』
の
、
こ
の
時
期
の
版
を
比
較
す
る
と
、
活
字
版
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と
整
版
と
の
間
に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
活
字
版
だ
け
で
は
そ
の
成

り
立
ち
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
れ
故

に
敢
え
て
慶
長
刊
本
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
こ
の
時
期
の
活
字
版
と
整
版
の
間
に
は
、
版
種
の
問
題
、
異
植
字
の
問

題
、
修
版
の
問
題
な
ど
、
些
か
複
雑
な
問
題
を
抱
え
る
の
で
、
今
、
こ
こ

で
再
び
、
筆
者
が
整
理
し
た
慶
長
刊
『
四
書
』
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
る
。

　
　

一　

慶
長
刊
趙
岐
注
『
孟
子
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
二
十
八
輯
・
平
成
五
年
）

　
『
孟
子
』
注
の
版
種
は
、
慶
長
勅
版
を
除
い
て
六
種
類
あ
る
。

①
Ａ
種
ａ
は
「
関
東
上
総
住
今
関
正
運
刊
」
の
刊
記
が
あ
り
毎
半
葉
が
七

行
の
も
の
。

②
Ａ
種
ｂ
は
慶
長
十
二
年
以
前
刊
本
で
、
同
じ
く
七
行
本
。
大
文
字
の
Ａ

は
活
字
の
種
類
を
表
し
、
Ａ
種
ａ
と
同
種
類
の
活
字
を
用
い
て
い
る
こ
と

を
表
す
。
こ
う
し
た
も
の
を
同
種
の
活
字
が
植
え
替
え
ら
れ
た
改
版
本
と

み
て
、「
異
植
字
版
」
と
呼
ん
で
い
る
。

③
Ａ
種
ｃ
は
慶
長
十
七
年
以
前
刊
本
で
、
同
じ
く
七
行
本
。

④
Ｂ
種
は
そ
の
活
字
の
字
様
か
ら
下
村
生
蔵
刊
本
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ

も
同
じ
く
七
行
本
。

⑤
Ｃ
種
は
八
行
本
で
、
現
存
す
る
四
本
の
う
ち
、「
題
辞
」（
趙
岐
の
序
文
）

の
第
一
・
三
葉
に
異
版
が
認
め
ら
れ
る
伝
本
が
あ
る
。
こ
う
し
た
部
分
的

な
改
植
の
場
合
に
は
「
異
植
字
版
」
と
区
別
し
て
「
修
・
修
版
・
修
本
」

と
呼
ん
で
い
る
。

＊
異
植
字
版
と
修
版

　

附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
同
種
の
活
字
を
使
っ
て
組
み
替

え
ら
れ
た
異
版
、
或
い
は
異
版
の
部
分
の
存
在
に
よ
っ
て
、
そ
の
両
者
の

印
刷
時
期
の
前
後
を
た
だ
ち
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
誤
字
脱
字
の
有
無
等
に
よ
っ
て
そ
の
前
後
を
推
測
す
る
こ
と
は

で
き
て
も
そ
れ
も
確
た
る
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。

⑥
Ｄ
種
は
八
行
本
。

以
上
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
も
の
は
数
本
に
過
ぎ
な
い
。
内
容
的

に
は
七
行
本
と
八
行
本
ど
う
し
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
出
版
の
前
後
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
活
字
版
を
同
じ
頃
覆
刻
し
た
整
版
本
の
伝
本
が
多
数
知
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
③
Ａ
種
ｃ
の
活
字
版
を
底
本
と
し
て
覆
刻
し
た
も

の
と
目
さ
れ
る
。
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二　

慶
長
刊
『
論
語
集
解
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
輯
・
平
成
八
年
）

　
『
論
語
』
の
版
種
は
、
刊
記
の
あ
る
有
刊
記
本
と
刊
記
の
な
い
無
刊
記

本
が
あ
る
。
更
に
整
版
本
に
有
刊
記
本
と
無
刊
記
本
が
あ
っ
て
、
活
字
版

と
密
接
に
関
わ
る
。

　

活
字
版
の
有
刊
記
本
に

①
「
慶
長
十
四
年
有
傳
刊
行
」
の
刊
記
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
は

更
に
二
種
類
あ
り
、
そ
れ
は
、
全
く
同
版
で
あ
る
が
、
刊
行
者
の
名
前
に

㊀
「
洛
汭
宗
與
開
版
」
と
㊁
「
洛
汭
宗
甚
三
版
」
の
名
が
あ
る
も
の
の
二

種
。
も
っ
と
も
こ
の
二
種
の
名
前
は
「
與
開
」
と
「
甚
三
」
の
二
文
字
の

活
字
を
植
え
替
え
た
だ
け
で
あ
る
。

　

活
字
版
の
無
刊
記
本
に
は
、

②
慶
長
八
年
以
前
刊
本

③
活
字
の
字
様
か
ら
下
村
生
蔵
刊
本
と
思
わ
れ
る
も
の

の
二
種
類
が
あ
る
。

以
上
の
何
れ
も
毎
半
葉
七
行
十
七
字
で
あ
る
。

　

整
版
本
は
、
活
字
版
と
版
式
・
字
様
を
全
く
同
じ
く
し
、
一
見
し
て
活

字
版
の
覆
刻
本
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
有
刊
記
本
は
、

①
「
洛
汭
要
法
寺
内
開
版
」「
正
運
刊
」「
慈
眼
刊
」
と
三
行
の
刊
記
を
有

す
る
も
の
が
あ
り
、
一
般
に
「
要
法
寺
版
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
無
刊
記
本
は
、
こ
の
要
法
寺
版
を
覆
刻
し
た
と
思
わ
れ
る
、

②
覆
要
法
寺
版
本

で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
整
版
本
を
綿
密
に
校
勘
し
て
ゆ
く
と
、
①
と
②

の
覆
刻
状
況
は
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
。
ま
た
、
活
字
版
と
の
関
係
を
校

勘
に
よ
っ
て
探
る
と
、
要
法
寺
版
は
、
慶
長
八
年
以
前
刊
本
の
活
字
版
を

底
本
と
し
て
覆
刻
し
た
も
の
で
、
更
に
、
慶
長
十
四
年
刊
本
の
活
字
版
は
、

要
法
寺
版
を
底
本
と
し
て
活
字
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
要
法
寺
版
は
、
整
版
な
が
ら
、
二
つ
の
活
字
版
の
橋
渡
し
を
し

た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
当
時
の
出
版
事
情
の
複
雑
さ
を
見
て
取
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
出
版
活
動
の
遺
物
を
「
慶
長
刊
本
」
と
括
っ
た
理

由
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
種
、

③
乱
版
（
み
だ
れ
ば
ん
）

と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
巻
第
四
か
ら
七
ま
で
の
全
体
の
約

三
分
の
一
が
活
字
版
で
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
が
①
要
法
寺
版
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
、
活
字
・
整
版
が
入
り
乱
れ
て
い
る
の
で
乱
版
と
称
す
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
版
の
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
要
法
寺
版
の
成
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立
後
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
活
字
が
組
ま
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。

　
　

三　

慶
長
刊
『
大
学
・
中
庸
章
句
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
二
輯
・
平
成
十
年
）

　
『
大
学
・
中
庸
』
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
、『
論
語
』『
孟

子
』
と
同
様
に
、
下
村
生
蔵
刊
本
、
今
関
正
運
刊
本
、
無
刊
記
本
、
整
版

本
と
な
る
が
、
そ
の
な
か
に
も
更
に
幾
つ
か
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
、『
論
・

孟
』
と
同
時
に
出
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
単
行
で
あ
っ
た
の
か
、
等
の
問

題
も
あ
り
、
成
り
立
ち
を
解
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
版
式
は
皆
、
毎

半
葉
七
行
十
七
字
で
あ
る
が
、
版
心
等
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
点
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
分
類
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
下
村
生
蔵
刊
本

は
『
論
・
孟
』
と
一
対
の
開
版
で
あ
ろ
う
。

②
今
関
正
運
刊
本

に
は
、
㊀
甲
種
㊁
乙
種
㊂
丙
種
、
三
種
の
異
版
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
み

な
「
関
東
上
総
住
今
関
正
運
刊
」
の
刊
記
が
あ
る
。
㊂
丙
種
は
慶
長
十
四

年
刊
の
『
論
語
』
と
同
種
の
活
字
を
用
い
て
い
る
。

③
無
刊
記
本

は
、
や
は
り
三
種
の
異
版
が
存
在
し
、
㊀
甲
種
、『
論
語
』
の
②
慶
長
八

年
以
前
刊
本
と
同
種
の
活
字
を
用
い
て
い
る
も
の
、
㊁
乙
種
、
版
心
が
双

黒
魚
尾
で
粗
黒
口
の
象
鼻
が
短
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
も
の
、
㊂
丙
種
、

版
心
が
双
花
口
魚
尾
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。

　

整
版
本
は
一
種
類
の
版
で
、
版
式
字
様
と
も
に
活
字
版
と
相
似
す
る
が
、

そ
の
祖
本
は
同
定
で
き
な
い
。『
中
庸
』
の
末
尾
に
「
関
東
上
総
住
今
関

正
運
刊
」
と
刊
記
を
有
す
る
か
ら
、
今
関
版
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。

第
三
章　

漢
・
趙
岐
注
『
孟
子
』
に
つ
い
て

　

仁
和
寺
御
所
蔵
の
一
本
は
、
最
善
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
下
村
生
蔵
刊
本

で
、
し
か
も
他
の
伝
本
と
異
版
を
含
ん
で
い
る
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

孟
子
十
四
巻　

欠
巻
三
〜
巻
五
（
公
孫
丑
上
下
・
滕
文
公
上
）　

漢
趙
岐

注　

慶
長
刊　

修
版　

古
活
字
版
（［
下
村
生
蔵
］）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
四
冊
（
河
七
十
一
函　

六
十
七
〜
七
十
）

　

本
書
は
慶
長
時
代
古
活
字
版
の
う
ち
、
最
も
優
雅
な
木
活
字
を
用
い
た

下
村
生
蔵
の
刊
刻
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
Ｂ
種
本
に
属
す
る
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も
の
で
あ
る
。
双
辺
有
界
七
行
十
七
字
。
匡
郭
内
縦21.8

×
横16.1

糎
。

界
の
幅
は2.2

糎
。
版
心
白
口
双
花
口
魚
尾
。
中
縫
は
「
孟
子
巻
一　

丁
付
」。

孟
子
の
古
活
字
版
は
中
世
、
博
士
家
清
原
家
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
も
の

で
、
漢
の
趙
岐
注
本
の
善
本
は
早
く
中
国
に
亡
び
、
日
本
に
遺
っ
た
古
活

字
版
が
最
も
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
古
活
字
版
『
孟
子
』
に

は
六
種
類
の
版
が
伝
わ
る
が
、
う
ち
、
こ
の
下
村
本
が
最
善
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
下
村
本
は
、
東
洋
文
庫
（
三
Ａ
ａ
二
〇
）・
宮
内
庁
書
陵
部

（
四
〇
一
・
四
二
）・
尊
経
閣
文
庫
・
大
東
急
記
念
文
庫
（
二
二
・
三
九
・

五
三
）・
成
簣
堂
文
庫
・
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
（
一
六
九
）〈
存
巻

三
〜
八
、
一
二
〜
一
四
〉・
大
谷
大
学
図
書
館
（
外
丙
一
二
七
）〈
巻
三
の

一
・
二
・
五
・
七
葉
は
修
〉・
台
湾
故
宮
博
物
院
の
七
本
が
知
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
題
辞
・
巻
一
・
二
を
同
種
活
字
で
組
み
直
し
た
（
活
字
を
組

み
直
し
た
修
改
本
）
も
の
で
、
本
版
上
梓
の
過
程
に
於
け
る
貴
重
な
珍
品

で
あ
る
。
た
だ
し
、
刷
り
面
の
様
子
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
仁
和
寺
本
が

初
印
で
、
他
の
伝
本
が
改
植
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。（
図
一
）

　

江
戸
時
代
前
中
期
頃
の
縹
色
表
紙
（
縦30.2

×
横21

糎
）
に
、
左
上
に

題
簽
を
貼
り
、「
孟
子
」
と
墨
書
す
る
。
五
針
眼
訂
。
各
冊
の
表
紙
見
返

し
に
「
仁
和
寺
」
の
大
き
な
額
印
を
捺
す
。
開
版
後
間
も
な
い
頃
の
書
き

入
れ
（
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
）
が
墨
書
に
て
経
文
の
み
に
附
さ

れ
る
。
重
量
感
あ
る
大
型
本
で
、
当
年
の
雄
大
な
学
術
志
向
を
よ
く
体
現

し
た
貴
重
書
で
あ
る
。

　

更
に
、
③
Ａ
種
ｃ
本
を
底
本
と
し
て
覆
刻
し
た
整
版
本
に
次
の
一
本
が

所
蔵
さ
れ
る
。

孟
子
十
四
巻　

存
巻
九
〜
巻
十
四
（
万
章
上
〜
尽
心
下
）　

漢
趙
岐
注

　
　
　
　
　
　

慶
長
刊　
　
　
　

二
冊
（
河
七
十
一
函　

六
十
五
・
六
十
六
）

　
『
論
語
』
と
同
じ
古
活
字
版
の
覆
刻
版
。
論
語
Ａ
と
同
じ
表
紙
を
用
い
、

同
時
の
改
装
に
係
る
。『
論
語
』
と
大
き
さ
は
異
な
る
の
で
、
同
時
の
印

刷
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
本
文
の
み
に
、
墨
書
に
よ
る
慶
長
頃
の
訓

点
（
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
）
が
附
さ
れ
る
。「
仁
和
寺

／
文
庫
」
印
記
。

第
四
章　

魏
・
何
晏
集
解
『
論
語
』
に
つ
い
て

　
『
論
語
』
の
古
活
字
版
は
慶
長
刊
本
の
成
立
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
提
起
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
仁
和
寺
所
蔵
の
も
の
は
、
古
活

字
版
を
覆
刻
し
て
、
更
に
別
の
古
活
字
版
の
底
本
と
な
っ
た
②
覆
要
法
寺
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刊
本
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
本
現
存
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
初
期
・
前
期

に
、
漢
文
講
読
の
基
礎
本
で
あ
っ
た
『
論
語
』
に
占
め
る
本
版
の
需
要
が

多
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
仁
和
寺
の
学
術
活
動
が
本
版
の
開
版

と
関
係
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ　

論
語
十
巻　

魏
何
晏
集
解　

慶
長
刊　

覆
刻
古
活
字
要
法
寺
版　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
冊
（
河
七
十
一
函　

六
十
一
・
六
十
二
）

　

慶
長
時
代
、
一
世
を
風
靡
し
た
古
活
字
に
よ
る
印
刷
本
の
な
か
で
、
最

も
流
行
し
た
四
書
（
大
学
・
中
庸
・
論
語
・
孟
子
）
は
、
活
字
本
と
同
時

に
そ
れ
を
版
木
に
覆
刻
し
た
整
版
本
の
需
要
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

現
存
本
は
比
較
的
多
い
。
そ
の
整
版
本
で
、
要
法
寺
内
で
開
板
し
た
と
す

る
刊
記
の
あ
る
も
の
は
所
謂
要
法
寺
版
と
称
し
、
十
点
ほ
ど
現
存
し
、
刊

記
の
無
い
無
刊
記
本
は
二
十
点
ほ
ど
現
存
す
る
。
仁
和
寺
所
蔵
本
は
そ
れ

に
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
版
は
、
覆
刻
で
は
あ
る
が
、
貴
重
本
に

数
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
仁
和
寺
所
蔵
本
は
こ
の
同
版
本
が
四
本
あ
り
、

全
く
他
の
所
蔵
と
比
べ
て
特
異
な
現
存
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
寺
内
で
は

江
戸
時
代
の
初
期
、
相
当
に
『
論
語
』
の
講
読
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。

　

濃
い
栗
皮
表
紙
（27.5

×19.2

糎
）
は
慶
長
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

版
式
は
、
双
辺
有
界
、
毎
半
葉
七
行
十
七
字
で
、
匡
郭
内
は
縦21.2

×
横

15.3

糎
。
版
心
は
、
粗
黒
口
双
黒
魚
尾
。
中
縫
に
「
論
語
幾　

丁
付
」
と

刻
す
。
経
文
に
の
み
開
板
後
間
も
な
い
訓
読
（
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・

附
訓
）
朱
ヲ
コ
ト
点
が
加
え
ら
れ
る
。
慶
長
刊
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
訓

読
は
一
様
に
清
原
家
の
訓
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
当
時
の
受
容
の

特
徴
で
あ
る
。

　

表
紙
見
返
し
に
「
仁
和
寺
」
の
大
き
な
額
印
を
捺
す
。

Ｂ　

同
前�

二
冊
（
目
録
外
一
・
二
）

　

や
や
淡
い
栗
皮
色
表
紙
（27.2

×19.5

糎
）。
六
一
・
六
二
本
（
Ａ
本
）

よ
り
少
し
時
代
の
降
る
表
紙
。「
論
語
上
下
」
と
書
き
外
題
が
あ
る
。
経

文
に
の
み
墨
書
に
て
総
振
り
仮
名
を
書
き
入
れ
る
。
や
は
り
開
板
後
間
も

な
い
頃
に
施
さ
れ
た
訓
点
（
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
）
も
墨
に
て

附
す
。

　

表
紙
見
返
し
に
「
仁
和
寺
」
の
大
き
な
額
印
を
捺
す
。

Ｃ　

同
前�

二
冊
（
目
録
外
三
・
四
）
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Ａ
と
Ｂ
の
中
間
く
ら
い
の
濃
さ
の
栗
皮
表
紙
（27.2

×19.2

糎
）。
書
き

外
題
「
論
語
上
下
」。
ま
た
表
紙
右
下
に
「
甲
」
と
朱
書
。
経
文
・
注
に

朱
ヲ
コ
ト
点
・
附
訓
・
送
り
仮
名
、
墨
の
訓
点
（
返
点
・
送
仮
名
・
縦

点
・
附
訓
・
音
注
・
校
異
）
を
書
き
入
れ
る
。
校
異
は
「
才
本
」「
疏
」

「
朱
」
な
ど
を
用
い
、
欄
外
に
は
補
注
な
ど
の
書
き
入
れ
を
加
え
る
。
い

ず
れ
も
江
戸
時
代
の
初
期
で
あ
ろ
う
。

　

印
面
も
清
朗
な
早
印
で
あ
る
。
表
紙
見
返
し
に
「
仁
和
寺
」
額
印
を
捺
す
。

Ｄ　

同
前�
合
一
冊
（
目
録
外
五
）

　

Ａ
と
Ｃ
の
中
間
く
ら
い
の
濃
さ
の
栗
皮
表
紙
（26.3
×
19
糎
）。
上
下

が
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
総
裏
打
ち
を
施
す
。
書
き
入
れ
は
無
い
。

　

見
返
し
に
「
仁
和
寺
」
額
印
を
捺
す
。

　

以
上
四
本
は
皆
同
版
で
あ
る
が
、
Ｃ
本
が
早
印
で
書
き
入
れ
も
周
密
で

あ
り
、
最
も
佳
と
言
え
る
。

　

さ
て
、
前
述
し
た
、
本
版
と
仁
和
寺
と
の
関
わ
り
を
少
し
く
想
像
す
る

と
、
第
五
章
で
述
べ
る
『
大
学
』『
中
庸
』
の
刊
行
に
関
わ
っ
た
今
関
正

運
で
あ
る
が
、
要
法
寺
版
の
刊
記
に
正
運
の
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
通
り
、

京
都
の
斯
界
に
あ
っ
て
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
仁
和

寺
所
蔵
の
『
中
庸
』
に
記
さ
れ
た
「
如
竹
」
の
跋
文
に
見
え
る
「
関
氏
」

と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
と
、
更
に
考
え
を
及
ん
で
行
く
と
き
に
、
江

戸
時
代
初
期
頃
に
盛
ん
で
あ
っ
た
仁
和
寺
の
儒
学
需
要
の
活
動
に
、
正
運

は
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
版
が
そ
う

し
た
潮
流
の
な
か
で
印
行
さ
れ
、
学
僧
に
流
布
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の

も
強
ち
不
要
の
説
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

　

京
洛
の
読
書
界
が
こ
う
し
た
出
版
活
動
と
一
対
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ

う
と
思
う
と
き
、
ま
た
、
慶
長
刊
本
に
清
原
博
士
家
の
訓
読
法
を
書
き
入

れ
て
学
修
し
て
い
た
当
時
の
学
風
の
姿
が
彷
彿
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
五
章　

宋
朱
熹
章
句
『
大
学
』『
中
庸
』
に
つ
い
て

　
『
大
学
』『
中
庸
』
に
関
し
て
は
、
と
に
か
く
揃
え
る
の
が
困
難
で
、
一

対
の
も
の
な
の
か
、
取
り
合
わ
せ
た
も
の
な
の
か
の
区
別
が
難
し
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
刊
記
の
存
在
す
る
も
の
か
ら
順
に
目
安
を
つ
け
て
ゆ
く
。
ま

ず
、『
中
庸
』
が
そ
の
と
り
か
か
り
と
な
る
。

　

今
、
そ
の
『
中
庸
章
句
』
を
見
る
と
、
②
今
関
正
運
刊
本
の
㊀
甲
種
に
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相
当
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
前
述
の
如
く
、
今
関
正
運
の
名
前
が
刊

記
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
三
種
の
版
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
字
様
が

あ
い
似
て
は
い
る
も
の
の
活
字
の
種
類
に
は
や
や
異
な
る
特
徴
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
本
書
も
末
尾
に
「
関
東
上
総
今
関
正
運
刊
」
と
刊
記
が
あ
り
、

甲
種
に
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
巻
頭
の
一
行
だ
け
が
、
甲
種
の
他
の
伝
本

と
は
異
な
り
、
組
み
替
え
ら
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
種
の
伝
本
の
『
中
庸
章
句
』
は
、
斯
道
文
庫
所
蔵
（
九

條
家
旧
蔵　

高
木
文
庫
旧
蔵
本
）
と
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
醍
醐
水
本
院
旧

蔵
）
の
二
本
し
か
知
ら
れ
ず
、
本
書
は
、
組
み
替
え
（
こ
れ
も
前
述
同
様
、

何
れ
が
先
か
は
断
定
で
き
な
い
）
の
存
在
す
る
新
出
の
伝
本
で
あ
る
。

　

更
に
、
本
書
の
末
に
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
墨
書
識
語
を

有
し
、
こ
れ
が
新
出
の
資
料
と
な
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　
『
大
学
章
句
』
も
、
他
に
同
版
本
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
新
出
本
で

あ
り
、
そ
の
価
値
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

中
庸
一
巻　

宋
朱
熹
章
句　

　
　
　
　
　

慶
長
十
四
年
以
前
刊　

古
活
字
版
（
今
関
正
運
）　

�

一
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
八
）

　

本
書
は
同
じ
く
、
古
活
字
版
で
、『
大
学
』・『
中
庸
』・『
論
語
』・『
孟
子
』

と
四
書
と
し
て
セ
ッ
ト
発
行
し
た
今
関
正
運
刊
行
の
も
の
で
あ
る
。
今
関

版
は
幾
種
か
の
活
字
を
用
い
て
い
て
版
種
の
識
別
が
非
常
に
困
難
な
版
で
、

四
書
セ
ッ
ト
と
は
い
う
も
の
の
、『
大
学
』・『
中
庸
』
と
『
論
語
』・『
孟
子
』

は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
販
売
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

薄
い
縹
色
の
後
補
表
紙
（27.2

×20

糎
）。
見
返
し
に
「
仁
和
寺
」
の

額
印
を
捺
す
。
外
題
は
「
中
庸
」
と
墨
書
。
版
式
は
、
双
辺
有
界
七
行
十

七
字
、
匡
郭
内
縦21.3

×15.1

糎
、
界
の
幅
は2

糎
。
版
心
は
粗
黒
口
、
双

黒
魚
尾
、
中
縫
に
「
中
庸
章
句　

丁
付
」
を
刻
す
。
版
心
の
幅
は
約2

糎
。

　

既
述
の
よ
う
に
『
大
学
』・『
中
庸
』
は
、
甲
・
乙
・
丙
の
三
種
の
版
が

あ
り
、
本
書
は
甲
の
種
類
に
属
す
る
。
本
文
が
「
中
庸
章
句
畢
」
と
尾
題

で
終
わ
り
、「
補
音
釈
」
を
一
葉
附
し
、
末
尾
第
四
十
一
丁
の
七
行
目
右

側
に
小
字
で
「
関
東
上
総
住
今
関
正
運
刊
」
と
刊
記
を
刻
す
。
甲
は
、
斯

道
文
庫
（『
大
学
』・『
中
庸
』）・
内
閣
文
庫
（『
大
学
』・『
中
庸
』）・
東
京

大
学
総
合
図
書
館
（『
大
学
』）・
成
簣
堂
文
庫
（『
大
学
』）
の
み
の
現
存
で
、

要
す
る
に
『
中
庸
』
は
、
斯
道
文
庫
と
内
閣
文
庫
の
所
蔵
が
知
ら
れ
る
だ

け
で
あ
る
。
斯
道
文
庫
本
は
九
条
家
旧
蔵
の
も
の
で
、
本
版
の
由
来
の
奥

義
を
知
り
う
る
。

　

た
だ
し
、
斯
道
文
庫
本
と
比
較
す
る
と
、
巻
首
、「
中
庸
（
中
者
不
偏
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不
倚
無
過
不
及
之
名
庸
平
常
也
）　

朱
熹
章
句
」（
括
弧
内
は
小
字
双
行
）

の
首
一
行
が
匡
郭
上
部
か
ら
低
一
格
と
な
っ
て
お
り
、
斯
道
文
庫
本
は
匡

郭
か
ら
空
格
無
し
で
始
ま
る
。
活
字
や
そ
の
組
方
は
全
く
同
じ
で
あ
る
か

ら
、
お
そ
ら
く
は
、
最
初
に
低
一
格
と
し
て
組
ん
だ
が
、
本
文
の
始
ま
り

で
あ
る
か
ら
、
空
格
無
し
と
し
て
、
全
体
に
一
字
繰
り
上
げ
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。
こ
の
一
行
以
外
は
全
て
同
版
で
あ
る
か
ら
、
同
時
の
印
刷
に

係
り
、
一
部
な
い
し
二
部
刷
っ
て
、
こ
こ
に
気
づ
き
、
あ
わ
て
て
一
格
を

上
げ
直
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
仁
和
寺
本
の
存
在
は
古

活
字
版
の
工
程
を
伝
え
る
珍
し
い
も
の
で
、
斯
道
文
庫
本
の
方
を
修
刻
と

す
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。（
図
二
）

　

ま
た
、
本
書
に
は
、
後
表
紙
の
前
に
あ
る
副
葉
に
、
慶
長
十
四
年
の
如

竹
に
よ
る
墨
書
奥
書
が
記
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。（
図
三
）

　
「
関
氏
勝
吉
者
志
学
之
年
而
窺
四
書
雖
不
敏
幸
而
知
當
聖
道
勉
急
未
学

吾
謂
学
之
予
／
感
志
餘
以
清
家
的
本
此
章
句
約
令
加
朱
点
與
退
而
思
之
無

力
雖
恥
不
及
写
本
之
九
牛
之
一
毛
／
兼
諾
難
辞
故
令
首
尾
汗
顔
幾
／
于
時

慶
長
十
四
歴
（
マ
マ
）
春
三
月
中
澣
六　
　

西
山
仁
和
桑
門　

如
竹
」

　

こ
の
奥
書
の
存
在
に
よ
っ
て
、
本
書
が
慶
長
十
四
年
よ
り
以
前
に
印
刷

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
関
氏
」。「
関
氏
勝
吉
者
・
・
」
と
あ

る
こ
と
で
、
そ
れ
が
今
関
正
運
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
の
事
跡
の
一
端

を
知
り
う
る
新
出
資
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

開
板
後
間
も
な
い
頃
の
書
き
入
れ
、
墨
書
の
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・

附
訓
、
ま
た
朱
の
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
る
。『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十

二
輯
に
翻
字
し
た
東
洋
文
庫
蔵
清
原
秀
雄
旧
蔵
本
に
書
き
入
れ
た
訓
読
法

と
全
く
同
じ
、
即
ち
清
原
家
の
家
訓
を
伝
え
る
点
本
で
あ
る
。

＊
如
竹
の
奥
書
に
つ
い
て

　

こ
の
内
容
は
、「
関
氏
は
三
十
の
年
に
な
っ
て
か
ら
『
四
書
』
を
学
ん

だ
が
、
そ
の
志
を
嘉
し
て
清
原
家
の
博
士
家
点
本
に
よ
っ
て
点
を
写
し
取
っ

て
あ
げ
よ
う
と
約
し
た
。
力
及
ば
ず
辞
退
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

も
か
な
わ
ず
、
こ
こ
に
何
と
か
移
点
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

西
山
仁
和
桑
門
と
し
て
い
る
の
で
、
如
竹
は
仁
和
寺
の
僧
侶
で
あ
る
わ

け
だ
が
、
仁
和
寺
に
そ
う
し
た
人
物
の
伝
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
如
竹

と
言
え
ば
、
泊
如
竹
（
と
ま
り　

じ
ょ
ち
く
・
一
五
七
〇
〜
一
六
五
五
・

屋
久
島
の
出
身
）
と
い
う
慶
長
時
代
の
文
之
玄
昌
（
一
五
五
五
〜
一
六
二

〇
・
日
向
飫
肥
の
人
・
南
浦
文
之
）
の
門
下
、
如
竹
散
人
を
想
起
す
る
。

こ
の
如
竹
は
、
薩
摩
で
新
し
い
『
四
書
』
の
和
点
を
唱
導
し
た
桂
庵
玄
樹
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（
一
四
二
七
〜
一
五
〇
八
・
周
防
の
人
）
に
連
な
る
文
之
玄
昌
の
点
本
・

文
之
点
を
伝
え
た
人
で
、
寛
永
時
代
に
流
行
し
た
『
大
魁
四
書
集
注
』
の

和
訓
本
出
版
に
大
い
な
る
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
っ
た
。
京
都
の
本
能
寺

や
薩
摩
鹿
児
島
の
正
興
寺
で
活
躍
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
慶
長
十
年
（
一
六

〇
五
）
に
文
之
玄
昌
の
門
に
入
り
、
儒
者
を
兼
ね
た
。
従
っ
て
、
仁
和
寺

の
如
竹
と
は
時
代
や
事
跡
が
よ
く
通
じ
合
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
如
竹
散
人
と
本
書
の
奥
書
主
・
如
竹
が
関
連
す
る
の

か
否
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
既
に
、
こ
の
仁
和
寺
本
『
中
庸
章
句
』
を

紹
介
し
て
い
る
大
江
文
城
『
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
』（
昭

和
十
年
・
関
書
院
）
に
は
、
こ
の
奥
書
を
載
せ
て
、
書
写
主
で
あ
る
仁
和

寺
の
如
竹
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。

大
学
一
巻　

宋
朱
熹
章
句　

慶
長
刊　

古
活
字
（
今
関
正
運
か
）　

�

一
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
五
）

　

本
書
も
古
活
字
版
『
大
学
章
句
』
の
新
出
本
で
あ
る
。
今
関
正
運
の
刊

行
に
よ
る
活
字
版
と
思
わ
れ
る
が
、
末
尾
に
今
関
正
運
の
刊
記
は
無
い
。

た
だ
、
所
用
の
活
字
の
字
様
が
、
下
村
生
蔵
刊
本
の
活
字
と
は
全
く
違
い
、

今
関
版
の
も
の
と
似
通
っ
て
い
る
の
で
、
今
関
正
運
が
用
い
て
い
る
活
字

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
植
字
に
か
か
る
と
み
て
間
違
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
版
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　

前
述
の
如
く
、『
大
学
』・『
中
庸
』
の
②
今
関
正
運
刊
本
に
は
、
㊀
甲

種
・
㊁
乙
種
・
㊂
丙
種
が
あ
り
、『
大
学
』
が
現
存
す
る
の
は
、
㊀
甲
種
・

㊁
丙
種
の
み
で
、
甲
種
は
、
斯
道
文
庫
（『
大
学
』・『
中
庸
』）、
内
閣
文

庫
（『
大
学
』・『
中
庸
』）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（『
大
学
』）、
成
簣
堂

文
庫
（
お
茶
の
水
図
書
館
・『
大
学
』）
に
現
存
す
る
。
前
項
に
挙
げ
た
仁

和
寺
所
蔵
の
『
中
庸
章
句
』
は
、
斯
道
文
庫
蔵
『
中
庸
章
句
』
と
同
版
で

あ
る
か
ら
、『
大
学
』・『
中
庸
』
と
セ
ッ
ト
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
挙
げ
る
本
版
は
そ
の
セ
ッ
ト
の
う
ち
の
『
大
学
章
句
』
と
も
版
が

違
う
わ
け
で
、
㊀
甲
種
本
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、

㊁
丙
種
は
大
東
急
記
念
文
庫
、
小
汀
利
得
氏
蔵
本
の
み
知
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
と
も
異
版
で
あ
る
。

　

ま
た
、
③
無
刊
記
本
の
な
か
の
㊀
甲
種
㊁
乙
種
㊂
丙
種
は
、
や
は
り
本

版
と
は
、
活
字
の
種
類
を
異
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
版
式
が
異
な
る
か
で

あ
っ
て
、
本
版
は
そ
の
い
ず
れ
と
も
同
じ
で
は
な
い
。

　

従
っ
て
、
本
版
を
こ
こ
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
新
た
に
②
今
関
正
運
刊

本
の
う
ち
の
㊃
丁
種
本
と
し
て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
出
の
貴
重
本

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
分
類
と
し
て
は
、
㊃
丁
種
と
な
る
が
、
版
式
字
様
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か
ら
す
れ
ば
、
㊁
乙
種
に
準
じ
る
、
つ
ま
り
㊀
甲
種
と
同
様
の
活
字
に
よ

る
異
植
字
版
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
図
四
）

　

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
未
見
の
版
種
が
伝
わ
る
こ
と
か
ら
、

今
関
正
運
の
出
版
活
動
と
仁
和
寺
の
読
習
活
動
と
が
何
ら
か
の
関
わ
り
を

持
つ
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
を
逞
し
く
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
版
に
は
、
江
戸
時
代
初
期
こ
ろ
に
補
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
茶
色
の
表

紙
（26.5

×20.2

糎
）
を
用
い
、
そ
こ
に
空
押
し
の
草
花
紋
が
見
ら
れ
、「
大

学
」
と
古
い
書
き
外
題
が
あ
る
。
見
返
し
に
は
、「
仁
和
寺
」
の
大
き
な

額
印
が
捺
さ
れ
る
。

　

版
式
は
、
四
周
双
辺
有
界
七
行
十
七
字
、
匡
郭
内
は
縦21.3

×
横15.1

糎
。

版
心
は
粗
黒
口
、
双
黒
魚
尾
。
中
縫
に
「
大
学
章
句　

丁
付
」
を
刻
す
。

版
心
の
幅
は1.5

糎
。

　

書
き
入
れ
は
、
開
板
後
間
も
な
い
こ
ろ
に
施
さ
れ
た
墨
の
返
点
・
送
仮

名
・
縦
点
・
附
訓
（
経
文
の
み
、
首
の
み
注
文
に
も
存
す
）、
朱
の
ヲ
コ

ト
点
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
は
、
前
記
の
『
中
庸
章
句
』
と
は
別

人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
訓
法
は
、『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三

十
二
輯
に
翻
字
し
た
台
北
故
宮
博
物
院
現
蔵
楊
守
敬
観
海
堂
旧
蔵
下
村
生

蔵
刊
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
訓
読
法
と
全
く
同
じ
、
即
ち
清
原
家
の
家
訓

を
伝
え
る
点
本
で
あ
る
。

附
章　
慶
長
七
年
清
原
秀
賢
刊『
古
文
孝
経
』に
つ
い
て

　

こ
こ
に
、
慶
長
期
、
古
活
字
版
の
出
版
活
動
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
『
古
文
孝
経
』
が
仁
和
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
『
古
文
孝
経
』
の
慶
長
刊
本
に
は
、
勅
版
を
除
け
ば
、
八
行

十
五
字
、
八
行
十
七
字
、
八
行
十
八
字
の
三
版
が
知
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、

八
行
十
七
字
本
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
、
博
士
清
原
秀
賢
（
一

五
七
五
〜
一
六
一
四
）
に
よ
る
跋
文
を
備
え
て
い
る
も
の
で
、
東
洋
文
庫
・

高
野
山
宝
亀
院
に
所
在
が
知
ら
れ
、
更
に
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
・
京

都
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
同
版
本
な
が
ら
、
そ
の
跋
文
を
欠
い
て
い
る

も
の
が
存
在
す
る
（
東
北
大
本
は
こ
の
跋
を
東
洋
文
庫
本
に
よ
っ
て
補
写

し
て
い
る
）。

　

こ
の
八
行
十
七
字
本
の
『
古
文
孝
経
』
が
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と

は
『
慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究
』（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
輯
・
平
成

八
年
）
の
な
か
で
詳
細
に
述
べ
た
が
、
本
版
の
テ
キ
ス
ト
の
成
り
立
ち
、

活
字
の
種
類
、
跋
文
の
内
容
が
、『
論
語
集
解
』
の
解
明
に
資
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
清
原
秀
賢
（
一
五
七
五
〜
一
六
一
四
）
が
述
べ
る
よ
う
に

慶
長
刊
本
『
古
文
孝
経
』
は
、
清
原
家
の
家
本
を
底
本
に
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
本
版
の
活
字
は
、『
論
語
集
解
』
の
②
慶
長
八
年
以
前
刊
本
と
同

じ
グ
ル
ー
ブ
の
活
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
跋
文
に
言
う
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
慶
長
刊
本
の
出
版
を
企
図
し
て
い
た
出
版
人
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
、
が
あ
き
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
論
語
集
解
』

に
出
て
く
る
「
有
傳
」「
宗
與
」「
宗
甚
三
」、
そ
し
て
『
大
学
』『
中
庸
』

に
出
て
く
る
「
今
関
正
運
」
な
ど
の
人
士
は
、
清
原
家
と
も
関
連
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

跋
文
の
内
容
を
再
度
、
こ
こ
に
載
録
す
る
と
、

　

或
る
ひ
と
一
日
き
た
り
て
予
に
謂
ひ
て
曰
く
、
孝
経
は
百
行
の
も
と
た

る
の
書
に
あ
ら
ず
や
。
今
の
世
の
事
を
好
む
も
の
は
、
多
く
も
っ
て
梓
に

費
や
す
と
雖
も
、
工
い
ま
だ
此
の
書
に
及
ば
ざ
る
は
惜
し
い
か
な
。
因
り

て
刊
駸
の
労
を
貰
（
か
）
り
て
、
幼
学
の
几
案
に
備
え
ん
と
欲
す
る
な
り

と
。
予
、
そ
の
志
に
感
じ
て
遂
に
累
代
の
的
本
を
出
し
て
こ
れ
を
借
し
与

へ
、
予
も
ま
た
時
々
校
訂
を
加
ふ
る
も
の
な
り
。
慶
長
壬
寅
の
八
月
壬
子
、

明
経
儒
清
原
秀
賢
誌
す

　

と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
図
五
）

　

こ
の
跋
文
の
み
は
、
本
文
と
は
全
く
違
っ
た
活
字
を
用
い
、
そ
れ
も
秀

賢
の
筆
跡
に
非
常
に
よ
く
似
た
も
の
で
、
こ
の
第
二
十
六
葉
目
が
別
種
活

字
で
組
ま
れ
、
右
葉
の
「
古
文
孝
経
終
」
の
尾
題
と
と
も
に
本
文
と
は
異

種
活
字
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
伝
本
が
遺
る

仁
和
寺
の
、
慶
長
期
古
活
字
版
出
版
活
動
に
与
っ
た
影
響
力
を
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

　

清
原
秀
賢
は
舟
橋
秀
賢
と
し
て
舟
橋
家
を
創
始
す
る
。
後
陽
成
天
皇
の

侍
読
。『
慶
長
日
件
録
』
を
著
す
。

古
文
孝
経
一
巻　

旧
題
漢
孔
安
国
伝　

慶
長
七
年
刊　

古
活
字
版　

�

一
冊
（
河
七
十
一
函　

四
十
三
）

　
『
孝
経
』
は
、
古
文
・
今
文
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
か
ら
、
古

文
孝
経
は
中
国
で
は
早
く
か
ら
亡
び
、
日
本
に
の
み
伝
わ
っ
た
。
室
町
時

代
以
前
の
古
写
本
は
相
当
数
遺
り
、
そ
の
大
部
分
は
清
原
博
士
家
の
テ
キ

ス
ト
で
、
古
活
字
版
も
そ
の
博
士
家
本
を
も
と
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
前
述
し
た
。
本
書
に
は
清
原
秀
賢
（
一
五
七
五
〜
一
六
一
四
）

の
慶
長
七
年
の
刊
語
跋
が
あ
り
、
そ
の
年
の
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

有
刊
記
本
は
、
他
に
東
洋
文
庫
・
高
野
山
宝
亀
院
に
所
蔵
が
知
ら
れ
る
の
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み
で
あ
る
。
無
刊
記
本
も
数
本
が
伝
わ
る
が
、『
孝
経
』
の
古
活
字
版
は

版
種
が
多
い
わ
り
に
は
伝
本
が
多
く
は
な
い
。

　

本
書
は
栗
皮
表
紙
（26.3

×19

糎
）
で
印
刷
時
の
装
訂
に
近
く
、
版
式

は
、
四
周
双
辺
有
界
八
行
十
七
字
、
匡
郭
内
縦21.5

×15.5

糎
。
界
の
幅

は
約2

糎
。
版
心
は
粗
黒
口
双
黒
魚
尾
。
中
縫
に
「
孝
経　
　

丁
付
」。
尾

題
は
「
古
文
孝
経
終
」
と
あ
り
、
こ
の
尾
題
は
最
終
丁
、
第
二
十
六
丁
の

第
二
行
目
の
あ
り
、
そ
の
裏
丁
に
、
無
界
で
清
原
秀
賢
の
跋
文
六
行
を
刻

す
。
そ
し
て
こ
の
丁
の
活
字
は
、
本
文
と
は
別
種
の
も
の
を
用
い
て
い
る

こ
と
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
仁
和
寺
（
陰
刻
）
／
文
庫
（
陽
刻
）」
の
印
記
が
あ
る
。
ま
た
、
他
に

大
型
の
円
印
と
壺
型
印
が
、
そ
れ
ぞ
れ
首
丁
と
末
丁
に
捺
さ
れ
る
。
印
文

は
不
明
。
印
刷
間
も
な
い
頃
の
朱
の
ヲ
コ
ト
点
と
墨
の
訓
点
（
返
点
・
送

仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
）
を
第
十
六
丁
ま
で
加
え
る
。
そ
の
点
は
清

家
点
で
あ
る
。

　

こ
の
『
古
文
孝
経
』
の
活
字
が
、『
論
語
集
解
』
の
慶
長
八
年
以
前
刊

本
の
も
の
と
同
類
で
、
そ
の
『
論
語
集
解
』
の
整
版
、
要
法
寺
版
は
こ
の

慶
長
八
年
以
前
刊
本
に
拠
っ
て
覆
刻
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
要
法
寺
版
が
正
運
（
今
関
正
運
）
を
介
し
て

出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
、
そ
の
要
法
寺
版
を
も
と
に
、
慶
長
十
四

年
に
有
傳
に
よ
っ
て
活
字
版
が
新
た
に
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
た

事
実
を
連
携
す
る
と
、
当
時
の
京
洛
の
出
版
事
情
が
見
え
て
く
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
仁
和
寺
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
す
る
前
述
の
推
測
も
、
強
ち
附
会
と
し
て
捨
て
去
る
こ
と

も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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図一、古活字版『孟子』（河七十一函　六十七〜七十）巻一巻頭
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図二、古活字版『中庸』（河七十一函　四十八）巻頭
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図三、古活字版『中庸』（河七十一函　四十八）巻末識語
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図四、古活字版『大学』（河七十一函　四十五）巻頭
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図五、古活字版『孝経』（河七十一函　四十三）巻末刊語


